
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
（
広
島
ガ
ス
社
長
）
田
村
　
興
造
氏
に
聞
く

被
災
地
企
業
の
生
産
拠
点
移
転
・
新
規
立
地
手
助
け

トップインタビュー

　
た
む
ら
・
こ
う
ぞ
う
　

年

昭

早
大
院
理
工
学
研
究
科

修
了
、
同
年
広
島
ガ
ス
入
社
。

年
総
合
企
画
部
Ｌ
Ｎ
Ｇ
担
当
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、

年
原
料
部
長
、

年
執
行
役
員
、

年
取
締
役
経

営
企
画
部
長
。

年
社
長
。

年
５
月

日
か
ら
中
国
四
国
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
長
。
広
島
県
出
身
、

歳
。

　
広
島
ガ
ス
の
田
村
興
造
社
長

が
、
中
国
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
７
代
目
会
長
に
就
任
し
た
。

生
真
面
目
な
性
格
そ
の
ま
ま

に
、
分
刻
み
の
社
業
の
合
間
を

縫
っ
て
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
気
を
配
る
。
「
今
年
は
会
社

も
産
業
人
ク
ラ
ブ
も
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
方
の
た
め

に
通
常
業
務

事
業

に
、
何

か
プ
ラ
ス
ワ
ン
が
で
き
れ
ば
い

い
」
と
復
興
に
汗
す
る
人
々
に

心
を
寄
せ
る
。

広
島
・
正
伝
盛
豪

◇

　
―
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
の
抱
負
は
。

　
「
基
本
的
に
は
従
来
活
動
を

継
続
、
充
実
さ
せ
た
い
。
異
業

種
交
流
団
体
の
交
流
に
は
水
平

と
垂
直

深
化

が
あ
る
。
水

平
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と

連
携
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ

と
。
垂
直
は
具
体
的
情
報
交
換

と
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
と
思
う
。
双

方
を
活
発
化
さ
せ
る
中
で
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
れ
ば

い
い
。
人
材
育
成
や
文
化
活
動

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」

　
―
広
島
ガ
ス
は
震
災
発
生
直

後
か
ら
ガ
ス
復
旧
の
応
援
部
隊

を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
産
業
人
ク
ラ
ブ
や
企
業

に
何
が
で
き
ま
す
か
。

　
「
派
遣
し
た
社
員
の
頑
張
り

も
あ
り
、
広
島
ガ
ス
に
対
し
て

身
に
余
る
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。
誇
り
に
思
う
。
産
業

人
ク
ラ
ブ
も
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
分
か
ら
な
い
が
、
成
功
し
て

い
る
市
民
フ
ァ
ン
ド
に
な
ら

い
、
行
政
と
も
協
力
し
て
、
被

災
地
の
企
業
の
生
産
拠
点
の
移

転
や
新
規
立
地
な
ど
を
手
助
け

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

　
―
震
災
を
機
に
分
散
型
電
源

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス

事
業
者
と
し
て
、
時
代
に
ど
う

対
応
し
ま
す
か
。

　
「
震
災
に
よ
る
心
理
的
変
化

で
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱

電
併
給

の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と

太
陽
光
発
電
の
ダ
ブ
ル
発
電
な

ど
の
提
案
が
理
解
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
事
実
だ
。
だ
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
の
変
化
を
受
け
て

新
た
に
や
る
こ
と
は
な
い
。
い

ま
ま
で
良
い
と
思
っ
て
や
っ
て

き
た
こ
と
を
や
る
だ
け
だ
」

　
―

年

月
の
会
社
の
１
０

０
周
年
に
「
２
０
２
０
年
グ
ル

ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
状
は
。

　
「
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
は
ガ
ス
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、
ユ

ー
ザ
ー
視
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
、

公
正
か
つ
透
明
で
風
通
し
の
良

い
組
織
づ
く
り
。
こ
れ
を
中
期

計
画
に
反
映
、
具
体
化
し
て
い

る
。
現
在
の
重
要
施
策
は
標
準

型
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
廿
日

市
工
場
の
バ
ー
ス
拡
張
と
、
事

業
の
集
中
と
効
率
化
を
目
指
す

グ
ル
ー
プ
再
編
、
再
構
築
。
一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
、
お
客
さ

ま
と
接
す
る
現
場
を
大
切
に
し

な
が
ら
ク
リ
ア
し
て
い
き
た

い
」

米留学で日本の良さ認識本多機工・龍造寺健介社長　�

米
国
時
代
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
長
年

携
わ
っ
た

左
か
ら
２
人
目
が
本
人

　
ア
ジ
ア
な
ど
新
興
国
市
場
の
成
長
が

著
し
い
。
大
手
が
こ
ぞ
っ
て
海
外
事
業

を
強
化
す
る
中
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

生
き
残
る
た
め
の
大
き
な
課

題
と
い
え
る
。
当
社
は
海
外

ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携

や
優
秀
な
外
国
人
材
の
積
極

採
用
な
ど
、
幸
い
に
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
た

中
小
企
業
と
い
わ
れ
る
。
米

国
か
ら
帰
国
し
、

年
間
か

け
た
取
り
組
み
が
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
実
を
結
ん
だ
よ

う
だ
。

　

歳
で
米
国
に
留
学
し
、

そ
の
後
約

年
間
を
過
ご
し

た
。
海
外
留
学
を
希
望
し
た

の
は
祖
父
と
父
の
影
響
が
大

き
い
。
祖
父
は
鉄
の
技
術

者
。
日
本
特
殊
鋼

現
大
同

特
殊
鋼

に
勤
務
し
、
一
時

期
ド
イ
ツ
の
国
立
研
究
所
に

留
学
し
た
。
退
職
後
は
韓
国
で
製
鉄
所

の
建
設
を
指
導
し
た
。
ま
た
父
は
大
学

卒
業
後
、
海
外
を
見
て
み
た
い
と
い
う

理
由
か
ら
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

留
学
し
た
。
大
学
院
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
学

び
、
修
了
後
は
大
学
で
日
本
語
講
師
を

務
め
た
。
帰
国
後
は
日
清
紡
績

現
日

清
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

子
会
社
に

入
社
、
ド
イ
ツ
製
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
マ

シ
ン
を
輸
入
・
販
売
す
る
仕
事
を
手
が

け
た
。

　
私
の
兄
弟
は
男
ば
か
り
４
人
で
、
私

は
三
男
。
兄
２
人
は
大
学
付
属
の
高
校

か
ら
そ
の
ま
ま
大
学
へ
進
学

し
た
が
、
私
は
同
じ
道
を
進

む
気
に
な
れ
ず
留
学
を
決
断

し
た
。
オ
ハ
イ
オ
州
の
高
校

に
編
入
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
好

き
だ
っ
た
の
で
大
学
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
美
術
大
学
を
選
ん

だ
。

　
父
は
「
学
費
は
払
う
が
、

生
活
費
は
自
分
で
稼
げ
」
と

い
う
方
針
だ
っ
た
た
め
、
入

学
後
は
日
本
料
理
店
で
働
い

た
。
調
理
場
の
仕
事
を
一
通

り
で
き
る
技
を
身
に
付
け
、

卒
業
の
こ
ろ
は
支
配
人
を
務

め
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
オ
ー

ナ
ー
が
、
ジ
ャ
ズ
の
聴
け
る

す
し
店
を
開
店
す
る
こ
と
に

な
り
、
支
配
人
と
し
て
運
営

を
任
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
・
パ

ス
や
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
ら
著
名

な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
演
奏
し
、
お
店

は
大
変
繁
盛
し
た
。

　
米
国
で
の
生
活
は
学

業
、
仕
事
と
も
に
大
変
だ

っ
た
。
た
だ
仕
事
面
で
は

日
本
食
ブ
ー
ム
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
定
の
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
理
由
は
や
は
り

日
本
食
の
す
ば
ら
し
さ

だ
。
こ
の
点
が
現
地
の
人

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

ま
た
家
電
や
自
動
車
な
ど

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
す

ば
ら
し
さ
も
実
感
し
た
。

外
か
ら
日
本
を
見
る
こ
と

で
日
本
の
良
さ
を
再
認
識

で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

福
岡
県
嘉
麻
市

全
４
回

放
射
線
量
瞬
時
に
確
認
栃
木
計
測
技
研

　栃木県高根沢町に本拠を置く計測
技研（栃木県高根沢町、高橋英雄社
長、 ）。隣県の福島県
で東京電力の福島第一原子力発電所
の事故で放射能漏れが深刻化する
中、同社の開発した計測システム
（写真）が今、注目されている。
　その名は「Ｇ―Ｓｅｎｓｅ（ジー
センス）」。
　インターネットを通じて放射線量
を常時モニタリングできる計測シス
テムで、定点観測した放射線量をパ
ソコンやスマートフォン（多機能携
帯電話）などでリアルタイムに確認
できる。
　システムは放射線量計と、電源と
なる太陽光発電モジュールを百葉箱
などに入れ、地上から１ の高さに
設置。放射線の一種であるγ（ガン
マ）線を 時間定点観測し、データ
は１分ごとに更新される。

　同社の創業は 年。前の職場の
古河電工で技術者だった高橋社長
が、遠隔地から観測したデータを収
集できる「リモート計測」の開発を
目指して独立した。
　設立から 年が経過し、これまで
気象庁の緊急地震速報に活用される
地震計測器など多くの計測機器を開
発してきた。
　ジーセンスは地元高根沢町の全６
小学校への納入が決まっている。
「常に新しいことに挑戦し続けてき
た」と高橋社長。放射線量測定とい
う重責を担う仕事だが、思いに揺る
ぎはない。

米
寿
迎
え
自
叙
伝
出
版
名
古
屋
富
士
精
工

　名古屋産業人クラブの森清副会長
（富士精工名誉会長、写真）が、自
叙伝『夢とロマン～超硬工具に情熱
をかけた生涯』を出版した。富士精
工の創業や取引先拡大、新製品開
発、名古屋証券取引所上場といった
経営面をはじめ、生い立ちから会社
勤務時代のエピソード、人と人の出
会いを大切にする人生哲学など幅広
い話題を盛り込んでいる。
　森さんは 歳の時、三菱重工業名
古屋航空機製作所に技能工として入
社し、三菱青年学校で５年間学んだ
後、工具工場技術課に配属された。
その頃に出会った一冊の本、「ドイ
ツ工業会の印象」が、その後の進路
を決定づけた。その中でも特に感動
したのがマイスター制度。
　自分の手でマイスターを育て、ド
イツ製品に匹敵する工具を作りたい

と富士精工
を創業した
のが
年。以来、
「身命を賭
けて実行す
れば先ず不
可 能 は な
い」を信条
とし、人と
人の出会い

を大切にする経営を実践、 年に
は名証第二部に上場した。
　 年８月生まれの森さんは今年
が米寿。富士精工の創業から 年
がたち、「零細から立ち上がった
当社の歴史と発展の経緯を語る人
がいなくなった」（森名誉会長）
ことから、米寿を迎えるのを機に
自叙伝の出版を決意した。この自
叙伝は非売品だが、名古屋産業人
クラブでは条件付きで希望者に配
布している。

８－９月の予定
８　月

　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：自分楽代表取締役
・崎山みゆき氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総局）
　◇ 日（水）新潟産業人クラブ
「社長会」会員スピーチ・納涼会
（新潟市中央区、新潟グランドホテ
ル）
　◇ 日（火）日本産業人クラブ連
合会・東京産業人クラブ・埼玉産業
人クラブ・千葉産業人クラブ「首都
圏産業人クラブ合同　若手・地域間
交流」（東京都台東区、伊豆栄梅川
亭）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
「ものづくり企業経営革新　ｉｎ　
川口」（埼玉県川口市、川口商工会
議所）

９　月
　◇１日（木）名古屋産業人クラブ
「在名古屋各県事務所、学習会＆懇
親会」（名古屋市東区、日刊工業新
聞社名古屋支社）
　◇２日（金）埼玉産業人クラブ
「上期役員会」（さいたま市中央
区、ラフレ埼玉）
　◇３日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「第６回ビジ研
親睦ゴルフ大会」（埼玉県上尾市、

大宮ゴルフコース）
　◇ 日（月）大阪産業人クラブ
「カタログセミナー」（大阪市中央
区、日刊工業新聞社大阪支社 階）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」（さいたま市浦和区、日
刊工業新聞社さいたま総局）
　◇ 日（水）新潟産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会」
　講演：「東日本大震災を見てきた
男の眼」講師：吉田賢一郎自衛隊新
潟地方協力本部長（新潟市中央区、
新潟グランドホテル）
　◇ 日（金）― 日（土）埼玉産
業人クラブ・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交
流会「９月例会親睦ゴルフ大会およ
び一泊懇親会」（栃木県那須町、塩
原カントリークラブ、松川屋那須高
原ホテル）
　◇ 日（水）東京産学交流会（サ
ザンクロス）９月定例会「イノベー
ティブな発想を生む双方向型セミナ
ー『発電会議』」講師：ｅｎｍｏｎ
ｏ社長・三木康司氏（東京都大田
区、三井ガーデンホテル蒲田「星海
の間」）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「じっくり訪問
シリーズ第 弾」（東京都渋谷区、
東京中小企業投資育成）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「第 期通常総
会」（埼玉県川越市、氷川会館）
　◇ 日（水）― 日（木）埼玉産
業人クラブ「産友会」（岐阜市、長
谷川温泉「十八楼」）

新
入
会
員

定
時
総
会
を
開
催

横
田
氏
が
優
勝
首
都
圏
産
業
人
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 ８月５日 金曜日 　　

長
野
計
器
な
ど
訪
問

一
泊
研
修
に

人
参
加

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
７
月
８
、９
の
両

日
、
長
野
方
面
へ
一
泊
研
修

を
実
施
し
た
。

人
が
参
加

し
た
。
８
日
午
前
は
世
界
有

数
の
圧
力
セ
ン
サ
ー
専
業
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
長
野
計
器
の

丸
子
工
場
を
訪
問
。
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
や
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ン
が
所

狭
し
と
並
ぶ
工
場
を
見
学
し

た
写
真
。
質
疑
応
答
で
同

社
の
佐
藤
正
継
取
締
役
執
行

役
員
丸
子
電
子
機
器
工
場
長

は
「
生
産
拠
点
は
こ
れ
ま
で

国
内
の
み
だ
っ
た
が
、
年
内

に
は
海
外
で
の
製
品
組
み
立

て
を
開
始
す
る
」
と
海
外
生

産
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
言

及
。

　
午
後
に
は
上
田
市
内
を
一

望
す
る
高
台
に
あ
る
日
置
電

機
本
社
を
訪
問
。

年
に
完

成
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
計
測
器
の

組
立
工
場
と
事
務
棟
を
見

学
。
同
社
の
吉
池
達
悦
社
長

は
「
社
員
一
人
あ
た
り
年
間

時
間
程
度
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
と
、人
材
育
成
を
重

視
す
る
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　
９
日
は
ま
ず
善
光
寺
に
参

詣
。
引
き
続
い
て
松
代
藩

万
石
真
田
一
族
の
所
蔵
品
を

納
め
た
真
田
宝
物
館

な
ど
を
訪
問
。
当
時

の
藩
校
「
文
武
学

校
」
の
見
学
で
は
、

ガ
イ
ド
が
往
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
詳
し
く
解
説
。

折
か
ら
の
猛
暑
に
汗

を
に
じ
ま
せ
な
が
ら

も
、
参
加
者
た
ち
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　
東
京
、
埼
玉
、
神
奈
川
な

ど
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
共
催

で
７
月

日
に
、
「
首
都
圏

産
業
人
ク
ラ
ブ
　
チ
ャ
リ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
東
京
都

青
梅
市
の
東
京
バ
ー
デ
ィ
ク

ラ
ブ
で
開
い
た
。
産
業
人
メ

ン
バ
ー
ら

人
が
参
加
し
、

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
和
や

か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

優
勝
は
ネ
ッ
ト

・
４

グ

ロ
ス

で
横
田
信
一
氏

大
場
金
属
社
長
、
写
真

右

が
獲
得
。
準
優
勝
に
川

上
博
史
氏

野

火
止
製
作
所
顧

問

が
、
３
位

に
宇
野
沢
虎
雄

氏

宇
野
沢
組

鉄
工
所
社
長

が
入
っ
た
。
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
賞

は
グ
ロ
ス

で

植
田
耕
作
氏

日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト

会
長

。

　
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
で

は
、
井
水
治
博
日
刊
工
業
新

聞
社
社
長
が
「
東
日
本
大
震

災
の
影
響
が
残
っ
て
い
る

が
、
力
強
い
復
興
を
後
押
し

す
る
た
め
、
産
業
人
ク
ラ
ブ

が
協
力
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
な

お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
参

加
費
の
半
分
を
被
災
地
復
興

の
義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

研
削
機
械
が
整
然
と

Ｔ
Ｈ
Ｋ
新
潟
を
見
学

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
十
九
一
会
長

ク
ボ
製
作

所
社
長

は
７
月

日
、
会

員
企
業
で
も
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｋ
新

潟

新
潟
県
阿
賀
野
市

の

「
工
場
見
学
会

写
真
」
を

実
施
し
た
。
同
社
の
小
林
政

雄
社
長
は

人
の
参
加
者
を

前
に
、
Ｔ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
位
置
付
け
や
生
産
す

る
ボ
ー
ル
ス
プ
ラ
イ
ン
の
幅

広
い
産
業
用
途
な
ど
を
説

明
。
「
６
月
か
ら
朝
６
時
の

操
業
で
節
電
対
応
し
て
い

る
。
２
０
１
３
年
３
月
期
の

売
上
高
は

年
３
月
期
比
４

割
増
の

億
円
を
目
指
す
。

同
時
に
利
益
率
を
高
め
る
」

と
生
産
効
率
ア
ッ
プ
へ
の
努

力
や
国
内
外
需
要
の
増
加
見

込
み
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ

て
第
一
工
場
か
ら
第
三
工
場

ま
で
、
ボ
ー
ル
ス
プ
ラ
イ
ン

の
ナ
ッ
ト
と
シ
ャ
フ
ト
の
ボ

ー
ル
溝
を
研
削
す
る
専
用
ラ

イ
ン
や
組
み
立
て
ま
で
、
説

明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し

た
。
高
精
度
の
ロ
ー
ラ
ー
ス

プ
ラ
イ
ン
製
造
の
第
三
工
場

は
、
室
温

度
Ｃ
の
恒
温
工

場
。

　
１
０
０
台
を
超
え
る
研
削

機
械
・
装
置
が
何
列
に
も
整

然
と
並
び
、
従
業
員
が
精
密

加
工
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
は
全
員
、
身
近
に
使

わ
れ
て
い
る
直
線
運
動
ガ
イ

ド
製
造
に
真
剣
に
見
入
っ
て

い
た
。

モ
ノ
づ
く
り
テ
ー
マ
に

柴
田
山
形
大
教
授
、講
演

山
形
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
山
形
産
業
人
ク
ラ
ブ

松

村
英
一
会
長

エ
ム
テ
ッ
ク

ス
マ
ツ
ム
ラ
会
長

は
７
月

８
日
、山
形
市
の
パ
レ
ス
グ

ラ
ン
デ
ー
ル
で
第

回
定
時

総
会
を
開
い
た
。
２
０
１
０

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
、

年
度
の
事
業
計
画
と

事
業
予
算
案
を
承
認
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
松
村
会
長
を
再
任
し

た
。

　
総
会
後
終
了
後
、
山
形
大

学
の
柴
田
孝
産
学
連
携
教
授

が
「
東
日
本
大
震
災
後

モ

ノ
づ
く
り
産
業
の
行
方
」
を

演
題
に
講
演
し
た
写
真
。

震
災
後
に
見
え
て
き
た
東
北

地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
の
強
さ

を
紹
介
。
震
災
に
よ
っ
て
見

え
て
き
た
中
小
企
業
の

存
在
感
な
ど
を
踏
ま

え
、
「
欧
州
型
な
ど
を

参
考
に
、
東
北
地
域
は

考
え
方
を
転
換
す
る
こ

と
で
豊
か
な
社
会
が
展

望
で
き
る
」
と
指
摘
し

た
。
講
演
後
の
懇
親
会

で
は
柴
田
教
授
も
交
え

て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

震
災
後
の
モ
ノ
づ
く
り

産
業
テ
ー
マ
に
講
演
会

福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ

立

石
吉
識
会
長

福
島
製
作
所

社
長

は
７
月

日
、
福
島

市
内
で
定
時
総
会
を
開
き
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
立
石
会
長
を
再
任
し
た
。

副
会
長
に
は
笠
原
賢
二
笠
原

工
業
社
長
、
服
部
靖
弘
北
芝

電
機
社
長
、
藤
橋
進
一
郎
藤

橋
歯
車
鉄
工
所
社
長
が
同
じ

く
再
任
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か

２
０
１
０
年
度
の
事
業
・
決

算
報
告
、

年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
を
審
議
し
、
原

案
通
り
承
認
し
た
。

　
総
会
後
の
記
念
講
演
会
で

は
、
柴
田
孝
山
形
大
学
産
学

連
携
教
授
が
「
東
日
本
大
震

災
後

モ
ノ
づ
く
り
産
業
の

行
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

「
自
社
の
業
種
や
製
品
が
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
に
位

置
す
る
か
を
正
確
に
見
極
め

る
こ
と
が
重
要
」
で
、
集
中

的
な
力
強
い
経
営
が
成

長
の
か
ぎ
と
述
べ
た

写
真

。

　
懇
親
会
で
は
、
来
賓

の
佐
藤
太
福
島
市
商
工

観
光
部
産
業
交
流
プ
ラ

ザ
所
長
や
内
池
浩
福
島

県
商
工
会
議
所
副
会
頭

ら
を
交
え
、
約
１
時
間

半
に
わ
た
り
交
流
を
深

め
た
。

日
本
経
済
の
行
方

テ
ー
マ
に
分
科
会

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は
７
月

日
、
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
の
日
刊
工
業

新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
で
分

科
会
を
初
め
て
開
催
し
た

写
真

。
初
回
は
埼
玉
県

の
松
岡
進
産
業
労
働
部
長
を

講
師
に
招
き
、
日
本
経
済
の

行
方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
会
員
ら
約

人
が
参
加

し
た
。

　
松
岡
部
長
は
日
本
経
済
の

行
方
を
左
右
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
に
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を

挙
げ
た
。
「
少
子
高
齢
化
で

労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
、

働
く
女
性
を
増
や
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
女
性
が
活
躍

し
、
収
入
を
得
れ
ば
商
品
の

購
入
な
ど
で
内
需
拡
大
に
も

つ
な
が
る
」
と
熱
く
語
り
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
重
要
性
や
関
連
す
る

県
の
施
策
を
紹
介
し
た
。
講

演
終
了
後
は
懇
親
会
を
開

き
、
参
加
者
同
士

で
近
況
な
ど
を
語

り
合
っ
た
。

　
分
科
会
は
会
員

同
士
の
情
報
交
換

や
親
睦
を
目
的
に

し
て
お
り
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
、

日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
内

の
会
議
室
で
ミ
ニ

講
演
会
を
中
心
に

開
催
し
て
い
く
。

中
小
の
市
場
創
造

戦
略
テ
ー
マ
に
講
演

長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

太

田
哲
郎
会
長

オ
リ
オ
ン
機

械
社
長

は
７
月
７
日
、
長

野
市
の
ホ
テ
ル
国
際

で
定

時
総
会
を
開
い
た
。
太
田
会

長
は
「
大
震
災
後
の
原
発
事

故
や
景
気
問
題
な
ど
が
連
日

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
産
業
人
が

進
む
べ
き
道
は
一
つ
。
会
員

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ

て
中
身
の
濃
い
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
事
業
を
作
り
上
げ
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

総
会
で
は
２
０
１
０
年
度
の

事
業
・
収
支
決
算
報
告
と

年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　
総
会
後
に
嘉
悦
大
学
大
学

院
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
研
究
科
の

黒
瀬
直
宏
研
究
科
長
・
教
授

が
「
中
小
企
業
の
市
場
創
造

戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た

写
真

。
黒

瀬
氏
は
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
経
営

環
境
の
厳
し
さ
を

踏
ま
え
、
「
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
仕

事
を
創
り
出
さ
な

く
て
は
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
社

員
が
個
々
の
顧
客

と
密
着
し
、
顧
客

が
発
す
る
つ
ぶ
や
き
を
と

ら
え
て

場
面
情
報

と
し

て
社
内
で
情
報
共
有
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
懇
親
会
で
は
新
入
会
員
の

紹
介
の
ほ
か
、
黒
瀬
氏
を
交

え
て
熱
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
情

報
を
交
換
す
る
様
子
が
見
ら

れ
た
。

夏
季
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
開
催

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
十
九
一
会
長

ク
ボ
製
作

所
社
長

は
７
月

日
、
新

潟
県
阿
賀
野
市
の
イ
ー
ス
ト

ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
「
夏

季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
開
催

し
た

写
真

。
強
い
日
差

し
の
下
で
、

人
が
汗
だ
く

に
な
っ
て
熱

戦
を
繰
り
広

げ
た
。

　
優
勝
者
は

ゴ
ル
フ
部
会

会
長
の
セ
キ

サ
ー
マ
ル
の

関
正
広
社
長

ネ
ッ
ト

・
６

、
２

位
は
佐
文
工

業
所
の
佐
藤

金
治
郎
常
務

ネ
ッ
ト

が
獲
得
し

た
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
荒
川
　
勝
美
氏
　
特
殊

機
工
社
長

栃
木
県

佐
野
市
茂

呂
山
町
７

の

、
０

２
８
３
・
２
２
・
８
６
１

８
、
専
用
機
、
油
圧
・
省
力

機
器
販
売

　
▽
中
根
　
章
夫
氏
　
中
根

製
作
所
取

締
役

栃

木
市
大
宮

町
２
５
０

０
、
０
２

８
２
・
２
７
・
５
２
２
５
、

一
般
機
械
器
具
製
造

　
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
関
口
　
勝
裕
氏
　
三
ツ

矢
エ
ミ
タ

ス
タ
ク
シ

ー
Ｈ
Ｄ
社

長

千
葉

市
美
浜
区

新
港
２
１
０
、
０
４
３
・
２

４
７
・
５
０
５
０
、
一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
業

　　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
作
田
　
智
子
氏
　
貴
宝

石
社
長

東
京
都

文
京
区
湯

島
３
の

の
８
、
０

３
・
６
８
０
６
・
０
３
３

５
、
健
康
雑
貨
製
造
販
売


